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さて、昨今の診療報酬改定を巡る議論は、薬局を取り巻く環境に大きな変化をもたらしております。国では医

療費の適正化や医療提供体制の効率化が進められ、薬局に対しても対物業務から対人業務への転換、在宅医療へ

の積極的な参画、かかりつけ機能の強化、医療 DXへの対応など、これまで以上に高度な役割が求められていま

す。一方で、物価や人件費の上昇、医薬品供給不安への対応、システム投資への負担など、現場を取り巻く経営

環境は依然として厳しい状況が続いております。 

また、令和 8 年度診療報酬改定においては、施行直前になって通知や官報掲載事項の一部訂正が発出されまし

た。会員の皆様におかれましては、算定要件の確認やシステム設定の見直しなど、限られた期間の中で対応を迫

られ、大変ご苦労されたことと存じます。制度改正が複雑化する中、正確で迅速な情報収集の重要性を改めて感

じるとともに、本会としても会員の皆様へ速やかに情報をお届けする責任の重さを再認識しております。 

さらに、財務省の財政制度等審議会では、薬局の集約化や経営の効率化を進めるべきとの議論が行われており

ます。人口減少や社会保障費の増大を考えれば、一定の効率化は避けて通れない課題であることは理解しており

ます。しかしながら、地域医療の現場に目を向ければ、中小規模薬局が果たしている役割は決して数字だけでは

測ることができません。 

地域の薬局は、患者様やご家族の生活背景を理解し、顔の見える関係の中で継続的な服薬支援や健康相談を行

っています。また、在宅医療への対応、独居高齢者への支援、多職種との連携、災害時の医薬品供給など、地域

に密着した薬局だからこそ果たせる役割があります。特に高齢化が進む中、住み慣れた地域で安心して療養生活

を送るためには、身近な場所に信頼できる薬局が存在することが欠かせません。 

私たち薬剤師は、単に医薬品を交付するだけではなく、地域住民の健康と生活を支える専門職としての使命を

担っています。今後も変化する制度に適切に対応しながら、地域に必要とされる薬局であり続けるために、会員

相互の連携を深め、薬剤師会としての活動をさらに充実させて参りたいと考えております。 

今後もメーリングを中心に皆様に有益な情報を発信して参りますので、メーリングや LINE に登録ご希望の方

は下記内容をご確認下さい。皆様やご家族様、スタッフの体調にご留意頂き、お体ご自愛頂ければと思います。

今後とも本会の運営にご理解ご協力の程宜しくお願い致します。         

                                      石井 泰彦 
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2026 年 6 月 12 日（金）20:00～ 
 
保土ヶ谷公会堂２号会議室(保土ヶ谷区星川 1-2-1)にて開催 
研修センターの新システムに伴い現地参加の方は個人の QR コードを紙に印刷して持参してください。 
現地のみの開催となります。※申し込み期限 6 月 7 日(月) 

 
『天然アスタキサンチンの心不全・フレイルへの効用』   

 
       医療法人桜友会 所沢ハートセンター 理事長      桜田 真己 先生 
 


